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・南海トラフ巨大地震に備えましょう
・菊川市初の「地域おこし協力隊」 福田麻希子さん着任
・常設の外国人住民相談窓口を開設しました
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医
師
不
足
と
地
域
医
療
崩
壊
の

打
開
策

　
今
か
ら
10
数
年
前
、
全
国
で
も
多

く
の
地
域
が
、「
地
域
医
療
の
崩
壊
」

の
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
し
た
。
救

急
車
が
患
者
を
収
容
し
た
も
の
の
、

病
院
の
受
け
入
れ
先
が
見
つ
か
ら
ず

転
々
と
す
る
「
救
急
患
者
の
た
ら
い

回
し
」
や
公
立
病
院
の
産
科
や
小
児

科
の
閉
鎖
な
ど
が
各
地
で
相
次
ぎ
、

大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
根
底
に
は
、「
医
師
不
足
」
と

い
う
深
刻
な
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い

ま
す
。
地
域
の
病
院
が
医
師
不
足
に

陥
っ
た
き
っ
か
け
の
一
つ
が
平
成
16

年
に
導
入
さ
れ
た
「
新
臨
床
研
修
制

度
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
従
来
の

制
度
で
は
、
卒
後
２
年
目
ま
で
の
研

修
医
が
研
修
で
き
る
病
院
は
大
学
病

院
な
ど
非
常
に
限
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
新
制
度
に
よ
り
研
修

指
定
病
院
が
大
幅
に
増
え
、
多
く
の

研
修
医
が
、
設
備
と
人
員
が
充
実
し

た
都
会
の
大
病
院
を
研
修
先
に
選
ぶ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地
方
の
大
学

病
院
は
そ
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、

人
手
不
足
と
な
っ
た
た
め
、
公
立
病

問い合わせ 菊川市立総合病院経営企画課（☎35-2137）

今から10数年前、全国的な社会問題となった「地域医療の崩壊」。
菊川市は、地域医療の崩壊を防ぐための取り組みとして、中東遠地域の市町と連携
し「静岡家庭医養成プログラム」を立ち上げました。家庭医とは、特定の領域に限
らず、幅広くさまざまな健康問題に対応できる「身近なお医者さん」です。
プログラムの立ち上げから10年。市家庭医療センター「あかっちクリニック」で
は、現在10人の家庭医が診療に当たるなど、菊川の医療を支える欠かせない存在に
なっています。

院
な
ど
に
派
遣
し
て
い
た
医
師
を
呼

び
寄
せ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
自
ら

医
師
を
確
保
で
き
な
い
地
方
の
公
立

病
院
で
は
残
っ
た
医
師
の
負
担
が
大

き
く
な
り
、
過
酷
な
勤
務
に
耐
え
ら

れ
ず
、
退
職
す
る
と
い
う
事
態
が
全

国
各
地
で
発
生
し
ま
し
た
。

　
医
師
不
足
の
問
題
は
、
静
岡
県
、

中
東
遠
地
域
、
そ
し
て
菊
川
市
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
成

20
年
の
県
の
人
口
10
万
人
あ
た
り
の

医
師
数
は
、
お
よ
そ
１
７
０
人
と
47

都
道
府
県
中
39
位
。
菊
川
市
は
さ
ら

に
低
く
、
全
国
平
均
の
半
分
程
度
の

状
態
で
し
た
。
菊
川
市
立
総
合
病
院

で
も
常
勤
医
の
減
少
に
よ
り
、
医
師

の
疲
弊
が
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
を
打
開
し
、
医

師
が
集
ま
る
地
域
と
す
る
た
め
、

「
静
岡
家
庭
医
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
菊
川
市
だ
け

で
は
な
く
、
中
東
遠
地
域
で
同
じ
問

題
を
抱
え
る
市
町
が
協
力
し
て
運

営
。
こ
の
病
院
、
こ
の
地
域
で
学
び

た
い
と
専
攻
医※

１
が
感
じ
る
魅
力

的
な
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
目
指
し
ま

し
た
。

家
族
ぐ
る
み
の

総
合
的
な
か
か
り
つ
け
医

　
「
静
岡
家
庭
医
養
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
が
始
動
し
た
の
は
、
平
成
22

年
。
磐
田
市
・
菊
川
市
・
森
町
で
協

議
会
を
設
立
し
、
現
在
は
御
前
崎
市

も
加
わ
り
、
主
に
３
市
１
町
の
病
院

や
家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー
で
専
攻
医
が

研
修
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

養
成
す
る
家
庭
医
は
、
「
『
子
宮
の

中
か
ら
天
国
ま
で
』
を
モ
ッ
ト
ー
と

し
た
総
合
診
療
専
門
医※

２
」
で

す
。
専
攻
医
は
、
妊
婦
や
小
児
（
幼

児
か
ら
思
春
期
）
、
成
人
、
高
齢
者

な
ど
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

「
家
族
ぐ
る
み
の
か
か
り
つ
け
医
」

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
家
庭
医
の
特
徴
は
、
診
療
の
対
象

者
が
幅
広
い
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
一
般
の
外
来
診
療
に
加
え
、

救
急
外
来
診
療
や
患
者
の
家
を
訪
問

し
て
の
在
宅
診
療
、
健
診
・
予
防
接

種
な
ど
の
予
防
医
療
ま
で
行
っ
て
い

る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
患
者
さ

ん
や
そ
の
家
族
と
継
続
的
に
関
わ

り
、
医
療
だ
け
で
な
く
予
防
や
福
祉

に
も
力
を
入
れ
て
、
家
族
全
員
が
健

康
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
研

修
も
含
め
て
市
内
で
実
施
さ
れ
る
こ

と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
開
業
医
が
少
な
い
菊
川
市

に
と
っ
て
、
気
軽
に
診
て
も
ら
う
こ

と
の
で
き
る
医
療
機
関
が
増
え
る
こ

と
は
、
市
民
に
と
っ
て
大
変
心
強
い

も
の
で
す
。
　
　
　

　
菊
川
市
立
総
合
病
院
に
と
っ
て

も
、救
急
医
療
や
入
院
診
療
業
務
の

一
部
を
専
攻
医
が
担
う
こ
と
に
よ

り
、病
院
勤
務
医
の
負
担
軽
減
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。家
庭
医
は
専
門

研
修
や
診
療
を
通
じ
て
地
域
医
療

の
再
生
の
一
役
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

特集 患者・家族・地域に寄り添い歩む「家庭医」

特集 患者・家族・地域に寄り添い歩む「家庭医」

い
つ
で
も
気
軽
に

　
　相
談
し
て
く
だ
さ
い
ね

家
庭
医
の
先
生
が

　
　い
て
く
れ
て

　
　
　
　あ
り
が
た
い
で
す
ね※１　専門医の資格を取得するために

は、医師免許を取得してから、２年間の
臨床研修を修了した後、３年～５年程度
の研修プログラムを修了し、試験に合格
する必要があります。「専攻医」は各領
域の専門医研修プログラムに登録し、実
践中の医師のことを指します。
※２　平成30年度から新専門医制度が開
始され、「家庭医」は、「総合診療専門
医」という名称で、19領域ある専門医の
１領域となっています。
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い
つ
で
も
気
軽
に

　
　相
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し
て
く
だ
さ
い
ね

家
庭
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の
先
生
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　い
て
く
れ
て
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り
が
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い
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す
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は、医師免許を取得してから、２年間の
臨床研修を修了した後、３年～５年程度
の研修プログラムを修了し、試験に合格
する必要があります。「専攻医」は各領
域の専門医研修プログラムに登録し、実
践中の医師のことを指します。
※２　平成30年度から新専門医制度が開
始され、「家庭医」は、「総合診療専門
医」という名称で、19領域ある専門医の
１領域となっています。
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全国との差
およそ37人

24年前より
およそ62人増加

全国 静岡県 ［出典］医師・歯科医師・薬剤師統計（厚生労働省）

（人）
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※平成23年７月まで赤土にあった菊川市立総合病院の附属診療所
　あかっちクリニックは小笠診療所を引き継ぎ開院しました。

１

２

　
市
家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー
「
あ
か
っ
ち
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
は
平
成
23
年
８
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

施
設
は
県
の
補
助
金
を
活
用
し
、
赤
土
の
小
笠
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
改
修
し
た
も
の
。
家
庭
医
養

成
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
研
修
と
診
療
、
健
診
が

実
施
で
き
る
と
と
も
に
、
災
害
時
の
救
護
所
や
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
備
え
て
い
ま

す
。（
写
真
１
）

　
家
庭
医
療
の
先
進
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
を
参
考

に
、
待
合
室
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間
を
生
み
出

し
て
い
ま
す
（
写
真
２
）
。
ま
た
、
す
べ
て
の
診

察
室
に
家
族
用
の
イ
ス
を
設
置
す
る
な
ど
、「
家

族
ぐ
る
み
の
か
か
り
つ
け
医
」
で
あ
る
家
庭
医
の

特
徴
を
生
か
し
た
造
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
限
ら
れ
た
診
察
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
患

者
さ
ん
や
ご
家
族
に
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
何
で
も

相
談
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
ス
タ
ッ
フ
み
ん

な
で
心
が
け
て
い
ま
す
」
と
語
る
の
は
、
松
田
真

和
医
師
。
在
籍
６
年
目
で
、
医
長
と
し
て
診
療
所

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
現
在
、
あ
か
っ
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
、
専
攻
医

も
含
め
10
人
の
医
師
が
在
籍
し
、
診
療
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。
開
設
当
初
、
１
日
当
た
り
の
患
者
数

は
35
人
程
度
で
し
た
が
、
現
在
は
平
均
１
０
０
人

余
り
、
多
い
日
に
は
１
３
０
人
を
超
え
る
状
況
と

な
っ
て
お
り
、
地
域
住
民
の
身
近
な
診
療
所
と
し

て
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
か
っ
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、「
家
族
ぐ
る
み

の
か
か
り
つ
け
医
」
ら
し
く
、
内
科
、
小
児
科
、

皮
膚
科
な
ど
各
臓
器
に
分
か
れ
た
診
療
科
は
あ
り

ま
せ
ん
。
一
人
の
医
師
が
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者

ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
患
者
さ
ん
の
診
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
家
庭
医
に
と
っ
て
重
要
な

役
割
で
あ
る
在
宅
診
療
は
、
平
成
24
年
か
ら
実
施

し
て
お
り
、
通
院
が
困
難
な
重
度
の
患
者
さ
ん
を

対
象
に
訪
問
診
療
に
出
向
い
て
い
ま
す
。

家
庭
医
療
の
拠
点
は
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で

　
静
岡
家
庭
医
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
公
立
病
院

が
連
携
し
て
実
施
す
る
家
庭
医
の
養
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
は
全
国
で
も
初
の
取
り
組
み
。
浜
松
医

科
大
学
と
の
連
携
に
加
え
、
ア
メ
リ
カ
の
ミ
シ
ガ

ン
大
学
家
庭
医
療
学
科
か
ら
も
指
導
面
で
支
援
を

受
け
る
な
ど
、
多
彩
で
充
実
し
た
研
修
体
制
を
整

備
し
ま
し
た
。
手
探
り
状
態
で
始
ま
っ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
立
ち
上
げ
か
ら
10
年
を
経
過
し
た
今
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
得
て
し
っ
か
り
と
地
域
に

根
付
い
て
い
ま
す
。

　
家
庭
医
の
理
想
は
、「
地
域
に
根
差
し
て
、
元

気
な
時
も
病
め
る
時
も
、
一
人
ひ
と
り
の
人
生
に

寄
り
添
う
こ
と
」
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
理

想
を
実
現
す
る
に
は
一
人
で
は
限
界
が
あ
り
、
同

じ
志
を
持
っ
た
医
師
が
集
ま
り
、
チ
ー
ム
と
し
て

機
能
す
る
こ
と
で
家
庭
医
と
し
て
の
力
を
最
大
限

発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
実
際
、
あ
か
っ
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
複
数
の
家

庭
医
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
３
６
５
日
、
在
宅
患
者

の
緊
急
往
診
に
も
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
お

り
、
菊
川
市
で
は
「
最
期
ま
で
自
宅
で
療
養
を
」

が
行
い
や
す
い
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
国
初
の
取
り
組
み
が
地
域
に
根
付
い
て
い
ま
す

「健康づくりのプロ」と呼ばれる
家庭医を目指して

専攻医　吉岡優先生

住民と地域の幸せを
お手伝いさせていただきたい

松本一家のかかりつけ医は
あかっちクリニック

松本かずよさん
　　（赤土下）（妻）

夫

医長・指導医　松田真和先生

菊川市家庭医療センター
「あかっちクリニック」

開　　設：平成23年８月
所 在 地：菊川市赤土1055番地の1
診 療 日：月曜日から金曜日
受付時間：午前８時15分～11時30分
　　　　　午後１時～４時30分
　　　　　※木曜日の午後は休診
電話番号：73-2267

　大学６年生の時に、あかっちクリニックの実習に参加して初
めて外来診療を体験しました。家庭医が、さまざまな症状に対
してゼロから診断できる興味深さやあかっちクリニックに来た
患者と先生が笑顔でいきいきと話している姿を見て、とても魅
力を感じました。その後、静岡家庭医養成プログラムに参加
し、あかっちクリニックの所属専攻医になりました。
　専攻医として勤めていたある日、お母さんが「子どもの咳が
心配で診てほしい」と来院されました。指導医の先生は、子ど
もを診療するだけでなく、お母さんが妊娠していることも気づ
いたり、お父さんが喫煙者かどうかなどを問診したりしていま
した。
　ただ症状を治すだけでなく、患者さんを取り巻く環境にも目
を向け、予防医療も行っていることに感銘を受けました。将
来、指導医の先生のように、「健康づくりのプロ」と呼ばれる生
活へのアドバイスもできる家庭医になりたいです。

　平成26年、静岡家庭医養成プログラムに参加し、あかっちク
リニックに来ました。家庭医療専門研修の修了後も、妊婦や赤
ちゃんから高齢者まで診療できるあかっちクリニックなら家庭
医としてさらに研さんを積むことができ、理想の医療と社会貢
献を追求できると思っています。現在は医学生や初期研修医、
専攻医を指導しながら外来診療や在宅診療を行っています。患
者さんから日常の出来事を聞いたり、家族の健康問題の相談を
受けたりできることは、家庭医としてうれしく思います。
　家庭医は、病気だけでなく、患者さんの主観的な経験や患者
さんを取り囲むさまざまなものも大切にして、医学的な最善だ
けでなく、患者さん自身にとっての最善を常に考え続けていま
す。目の前の患者さんにも、目の前にいない地域の皆さんにも
とことん向き合い続けることが家庭医としてあるべき姿と思っ
ています。医師として働けるのは皆さんに信頼していただける
からこそであり、医師は地域に育てられていることを後進の若
い世代にも知ってほしいです。

　担当の先生が、専攻医の先生に変わっても引き継ぎが
スムーズで、皆さん優しくていい先生です。血圧が上が
らないように具体的な治療方法を教えてくれて助かって
います。
 以前、顔の半分が突然痛くなった時に、あかっちクリ
ニックで先生に見てもらいました。脳梗塞の可能性が疑
われ、菊川市立総合病院のＭＲＩ検査を手配してくれま
した。忙しい中、すぐに対応してくれて、泣けるほどう
れしかったです。１週間で治り、ありがたかったです。

ご自身の他にも家族全員が、それぞれの
事情であかっちクリニックに通っている
ことを話してくれました。

特定健診などで年２回ほど受診。

妻 小笠診療所※の時から高血圧症などの
内科疾患で通院治療。

子
高血圧症などで定期的に通院治療。

孫
２カ月に１回程度、頭痛などで受診。

家族と地域をまるごと診る
あかっちクリニック

すぐる

せき

ま さ  か ず

特集 患者・家族・地域に寄り添い歩む「家庭医」

ま
さ

か
ず
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１

２

　
市
家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー
「
あ
か
っ
ち
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
は
平
成
23
年
８
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

施
設
は
県
の
補
助
金
を
活
用
し
、
赤
土
の
小
笠
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
改
修
し
た
も
の
。
家
庭
医
養

成
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
研
修
と
診
療
、
健
診
が

実
施
で
き
る
と
と
も
に
、
災
害
時
の
救
護
所
や
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
備
え
て
い
ま

す
。（
写
真
１
）

　
家
庭
医
療
の
先
進
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
を
参
考

に
、
待
合
室
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間
を
生
み
出

し
て
い
ま
す
（
写
真
２
）
。
ま
た
、
す
べ
て
の
診

察
室
に
家
族
用
の
イ
ス
を
設
置
す
る
な
ど
、「
家

族
ぐ
る
み
の
か
か
り
つ
け
医
」
で
あ
る
家
庭
医
の

特
徴
を
生
か
し
た
造
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
限
ら
れ
た
診
察
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
患

者
さ
ん
や
ご
家
族
に
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
何
で
も

相
談
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
ス
タ
ッ
フ
み
ん

な
で
心
が
け
て
い
ま
す
」
と
語
る
の
は
、
松
田
真

和
医
師
。
在
籍
６
年
目
で
、
医
長
と
し
て
診
療
所

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
現
在
、
あ
か
っ
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
、
専
攻
医

も
含
め
10
人
の
医
師
が
在
籍
し
、
診
療
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。
開
設
当
初
、
１
日
当
た
り
の
患
者
数

は
35
人
程
度
で
し
た
が
、
現
在
は
平
均
１
０
０
人

余
り
、
多
い
日
に
は
１
３
０
人
を
超
え
る
状
況
と

な
っ
て
お
り
、
地
域
住
民
の
身
近
な
診
療
所
と
し

て
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
か
っ
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、「
家
族
ぐ
る
み

の
か
か
り
つ
け
医
」
ら
し
く
、
内
科
、
小
児
科
、

皮
膚
科
な
ど
各
臓
器
に
分
か
れ
た
診
療
科
は
あ
り

ま
せ
ん
。
一
人
の
医
師
が
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者

ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
患
者
さ
ん
の
診
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
家
庭
医
に
と
っ
て
重
要
な

役
割
で
あ
る
在
宅
診
療
は
、
平
成
24
年
か
ら
実
施

し
て
お
り
、
通
院
が
困
難
な
重
度
の
患
者
さ
ん
を

対
象
に
訪
問
診
療
に
出
向
い
て
い
ま
す
。

家
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の
拠
点
は
落
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着
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た
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囲
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で
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岡
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、
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携
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は
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で
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携
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。
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と
り
の
人
生
に

寄
り
添
う
こ
と
」
に
あ
り
ま
す
。
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あ
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す
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さんを取り囲むさまざまなものも大切にして、医学的な最善だ
けでなく、患者さん自身にとっての最善を常に考え続けていま
す。目の前の患者さんにも、目の前にいない地域の皆さんにも
とことん向き合い続けることが家庭医としてあるべき姿と思っ
ています。医師として働けるのは皆さんに信頼していただける
からこそであり、医師は地域に育てられていることを後進の若
い世代にも知ってほしいです。

　担当の先生が、専攻医の先生に変わっても引き継ぎが
スムーズで、皆さん優しくていい先生です。血圧が上が
らないように具体的な治療方法を教えてくれて助かって
います。
 以前、顔の半分が突然痛くなった時に、あかっちクリ
ニックで先生に見てもらいました。脳梗塞の可能性が疑
われ、菊川市立総合病院のＭＲＩ検査を手配してくれま
した。忙しい中、すぐに対応してくれて、泣けるほどう
れしかったです。１週間で治り、ありがたかったです。

ご自身の他にも家族全員が、それぞれの
事情であかっちクリニックに通っている
ことを話してくれました。

特定健診などで年２回ほど受診。

妻 小笠診療所※の時から高血圧症などの
内科疾患で通院治療。

子
高血圧症などで定期的に通院治療。

孫
２カ月に１回程度、頭痛などで受診。

家族と地域をまるごと診る
あかっちクリニック

すぐる

せき

ま さ  か ず
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家庭医が活躍！
地域のニーズに応える在宅診療

健
康
で
豊
か
な
命
の
営
み
に
寄
り
添
う
こ
と
を
目
指
し
て

幸せな最期を
支えてくれる
在宅診療

小林 君代さん（白岩東）

平成29年に肺がんで夫が他界。
最期は家で迎えたいという夫の希望を叶え
るために、本人や家族をサポートし続けて
くれた医師への感謝や当時の思いなどにつ
いて話してくれました。

菊川市家庭医療センター長　津田 司 医師

プロフィール
1970年山口大学医学部卒業。川崎医科大学、三重大
学総合診療部教授等を経て現在は同大学名誉教授、
日本の家庭医養成教育のパイオニアとして知られて
いる。
財団法人 家庭医療学研究所理事長、元日本プライマ
リ・ケア学会副会長

　
あ
か
っ
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
、
肺

が
ん
を
患
っ
て
い
た
夫
の
在
宅
診
療

で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
は
浜
松
市
内
の
病
院
で
入
退
院
を

繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

年
齢
も
上
が
り
、
こ
れ
以
上
手
術
を

し
て
も
回
復
が
難
し
く
な
っ
て
き
た

頃
で
す
。
「
最
期
は
い
つ
も
暮
ら
し

て
い
る
家
で
迎
え
た
い
」
と
い
う
夫

の
希
望
で
、
在
宅
で
の
療
養
を
考
え

ま
し
た
。

　
市
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
へ
相
談
す
る
と
、
あ
か
っ
ち
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
菊
川

市
立
総
合
病
院
と
も
連
携
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
安
心
感
も
あ
り
、
あ

か
っ
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
決
め
ま
し

た
。

　
訪
問
診
療
を
お
願
い
し
た
の
は
平

成
29
年
４
月
か
ら
。
夫
が
段
々
と
声

が
出
な
く
な
り
、
ひ
そ
ひ
そ
話
の
よ

う
に
な
っ
た
頃
、
痰
が
絡
む
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
家
庭
医
の
先
生
は
状

況
を
確
認
し
、
家
族
で
も
助
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
と
、
機
械
を

使
っ
た
吸
引
の
仕
方
を
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
看
護
師
さ

ん
か
ら
お
む
つ
の
交
換
方
法
や
座
薬

の
や
り
方
ま
で
教
え
て
も
ら
い
、
親

切
で
て
い
ね
い
な
話
し
方
で
対
応
し

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
家
族
全
員

に
夫
へ
の
思
い
を
聞
い
て
く
れ
た

り
、
夫
が
家
族
に
対
し
て
ど
う
思
っ

て
い
る
の
か
を
想
像
し
て
話
し
て
く

れ
た
り
し
ま
し
た
。
ど
ん
な
質
問
に

も
答
え
て
く
れ
る
信
頼
の
お
け
る
優

し
い
先
生
で
、
本
当
に
助
か
り
ま
し

た
。

　
そ
の
中
で
も
、
１
番
支
え
に
な
っ

た
の
は
、
夜
中
で
も
来
て
く
れ
た
こ

と
で
し
た
。
何
か
あ
れ
ば
、
い
つ
で

も
診
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
何

に
も
ま
し
て
頼
り
に
な
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。
昔
に
比
べ
て
今

は
、
先
生
が
診
て
く
れ
る
時
間
が
決

ま
っ
て
い
て
、
い
つ
で
も
対
応
し
て

く
れ
る
所
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

夫
の
病
状
が
悪
化
し
、
徐
々
に
話
せ

な
く
な
り
、
発
熱
し
て
意
思
表
示

が
で
き
な
く
な
っ
た
時
に
は
、
心
配

で
夜
中
に
起
き
て
様
子
を
見
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に
も
24

時
間
対
応
し
て
く
れ
た
の
で
、
地
域

の
か
か
り
つ
け
医
で
あ
る
あ
か
っ
ち

ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ら
で
は
の
、
あ
り
が

た
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
10
月
25
日
の
朝
、
夫
は

苦
し
ま
ず
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
自

分
の
願
い
が
叶
い
、
家
族
に
見
守
ら

れ
な
が
ら
迎
え
た
幸
せ
な
最
期
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
私
自
身
も
外
来
診
療
で
あ

か
っ
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。
診
療
の
際
に
は
、

こ
ん
な
こ
と
聞
い
て
失
礼
じ
ゃ
な
い

か
な
と
思
う
こ
と
も
聞
い
て
い
ま

す
。
私
た
ち
高
齢
者
は
何
で
も
聞
き

た
が
る
し
話
し
た
が
る
。
先
生
も
答

え
て
く
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
関
係
が

築
け
て
い
る
の
は
と
て
も
あ
り
が
た

く
、
安
心
で
き
ま
す
。

　
頑
張
っ
て
い
る
若
い
先
生
に
は
感

謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
私
も
最
期
を

迎
え
る
時
は
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
先
生

に
診
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
家
族
ぐ
る
み
の
か
か
り
つ
け

医
」
を
養
成
す
る
た
め
に
、
あ
か
っ

ち
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
創
設
さ
れ
、
菊
川

市
の
皆
さ
ん
の
「
健
康
で
豊
か
な
命

の
営
み
に
寄
り
添
う
」
こ
と
を
目
指

し
て
き
ま
し
た
。

　
開
院
後
、
市
民
や
医
療
関
係
者
に

「
家
庭
医
療
」
が
浸
透
す
る
に
は
時

間
が
か
か
り
ま
し
た
。
家
庭
医
の
特

徴
で
も
あ
る
「
ど
の
よ
う
な
健
康
問

題
で
も
相
談
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

こ
と
が
広
が
り
始
め
る
と
、
来
院
者

は
徐
々
に
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
開
院
３
年
目
頃
か
ら
患
者
と
家
族

の
人
生
に
寄
り
添
う
在
宅
医
療
や
、

緩
和
医
療
・
終
末
期
ケ
ア
を
行
う
在

宅
ホ
ス
ピ
ス
を
24
時
間
３
６
５
日
提

供
し
、
１
年
間
で
60
〜
70
人
、
亡
く

な
ら
れ
る
患
者
さ
ん
の
お
よ
そ
85
％

を
在
宅
で
お
看
取
り
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
安
心
で
安
全
な
在
宅
医

療
が
で
き
る
の
は
、
５
人
以
上
の
家

庭
医
が
い
て
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

職
種
の
人
た
ち
と
チ
ー
ム
を
組
ん
で

活
動
で
き
る
か
ら
で
す
。

　
こ
の
２
、
３
年
は
高
齢
者
の
受
診

が
増
え
、
多
数
の
病
気
に
か
か
っ
た

人
や
認
知
症
の
人
が
著
し
く
増
加
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち
に

は
、
薬
を
処
方
す
る
の
み
で
は
問
題

は
解
決
し
ま
せ
ん
。
介
護
保
険
を
申

請
し
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に

行
っ
た
り
、
そ
の
他
の
介
護
施
設
を

利
用
し
た
り
す
る
こ
と
が
必
要
な
の

で
、
セ
ン
タ
ー
の
建
物
内
に
あ
る
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
相
談
す
る

よ
う
に
勧
め
て
い
ま
す
。

　
家
庭
医
の
教
育
に
関
し
て
は
、「
市

民
の
皆
さ
ん
の
人
生
に
寄
り
添
う
た

め
に
は
、
家
庭
医
に
は
職
業
人
と
し

て
の
倫
理
観
を
持
ち
、
人
間
性
を
高

め
、
利
他
主
義
を
貫
き
、
信
頼
し
て

も
ら
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
、

常
々
若
い
医
師
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
さ
ら
に
高
齢
者
が
増

え
、
認
知
症
患
者
が
増
加
す
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
な
る

と
、
介
護
保
険
だ
け
で
は
多
く
の
問

題
を
解
決
で
き
な
い
状
態
に
陥
る
で

し
ょ
う
。
厚
生
労
働
省
で
は
、
市
全

体
で
介
護
職
の
人
た
ち
以
外
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
な
ど
も
加
わ
っ

て
、
お
互
い
が
助
け
合
っ
て
生
き
て

い
く
社
会
を
作
る
よ
う
に
勧
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
「
地
域
共
生
社
会
」

と
言
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
あ
か
っ
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
家
庭
医
た
ち
が
、
地
域
共
生
社
会

づ
く
り
に
も
協
力
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

家
庭
医
が
支
え
る
地
域
医
療

　
静
岡
家
庭
医
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

立
ち
上
げ
て
10
年
。
市
家
庭
医
療
セ

ン
タ
ー
「
あ
か
っ
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

に
は
複
数
の
家
庭
医
が
常
駐
し
、
多

く
の
市
民
が
身
近
で
頼
り
に
な
る
か

か
り
つ
け
医
と
し
て
利
用
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
医
師
不
足
な
ど
の
課

題
が
す
べ
て
解
決
し
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
昨
年
２
月
に
厚
生
労
働

省
は
、
16
県
を
「
医
師
少
数
県
」
に

指
定
。
静
岡
県
も
全
国
ワ
ー
ス
ト
９

位
で
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
家
庭
医

は
地
域
医
療
を
守
り
、
さ
ら
に
充
実

さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
を
始
め
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
「
地
域

共
生
社
会
」
。
家
庭
医
が
保
険
や
福

祉
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
私

た
ち
が
生
涯
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
社
会
づ
く
り
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
迎
え
る
超
高
齢
化
社
会

の
中
、
あ
か
っ
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

育
っ
た
多
く
の
優
秀
な
家
庭
医
が
菊

川
市
を
は
じ
め
、
中
東
遠
地
域
、
そ

し
て
日
本
全
国
の
医
療
を
支
え
て
く

れ
る
で
し
ょ
う
。
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家庭医が活躍！
地域のニーズに応える在宅診療

健
康
で
豊
か
な
命
の
営
み
に
寄
り
添
う
こ
と
を
目
指
し
て

幸せな最期を
支えてくれる
在宅診療

小林 君代さん（白岩東）

平成29年に肺がんで夫が他界。
最期は家で迎えたいという夫の希望を叶え
るために、本人や家族をサポートし続けて
くれた医師への感謝や当時の思いなどにつ
いて話してくれました。

菊川市家庭医療センター長　津田 司 医師

プロフィール
1970年山口大学医学部卒業。川崎医科大学、三重大
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あ
か
っ
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
、
肺

が
ん
を
患
っ
て
い
た
夫
の
在
宅
診
療

で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
は
浜
松
市
内
の
病
院
で
入
退
院
を

繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

年
齢
も
上
が
り
、
こ
れ
以
上
手
術
を

し
て
も
回
復
が
難
し
く
な
っ
て
き
た

頃
で
す
。
「
最
期
は
い
つ
も
暮
ら
し

て
い
る
家
で
迎
え
た
い
」
と
い
う
夫

の
希
望
で
、
在
宅
で
の
療
養
を
考
え

ま
し
た
。

　
市
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
へ
相
談
す
る
と
、
あ
か
っ
ち
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
菊
川

市
立
総
合
病
院
と
も
連
携
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
安
心
感
も
あ
り
、
あ

か
っ
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
決
め
ま
し

た
。

　
訪
問
診
療
を
お
願
い
し
た
の
は
平

成
29
年
４
月
か
ら
。
夫
が
段
々
と
声

が
出
な
く
な
り
、
ひ
そ
ひ
そ
話
の
よ

う
に
な
っ
た
頃
、
痰
が
絡
む
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
家
庭
医
の
先
生
は
状

況
を
確
認
し
、
家
族
で
も
助
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
と
、
機
械
を

使
っ
た
吸
引
の
仕
方
を
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
看
護
師
さ

ん
か
ら
お
む
つ
の
交
換
方
法
や
座
薬

の
や
り
方
ま
で
教
え
て
も
ら
い
、
親

切
で
て
い
ね
い
な
話
し
方
で
対
応
し

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
家
族
全
員

に
夫
へ
の
思
い
を
聞
い
て
く
れ
た

り
、
夫
が
家
族
に
対
し
て
ど
う
思
っ

て
い
る
の
か
を
想
像
し
て
話
し
て
く

れ
た
り
し
ま
し
た
。
ど
ん
な
質
問
に

も
答
え
て
く
れ
る
信
頼
の
お
け
る
優

し
い
先
生
で
、
本
当
に
助
か
り
ま
し

た
。

　
そ
の
中
で
も
、
１
番
支
え
に
な
っ

た
の
は
、
夜
中
で
も
来
て
く
れ
た
こ

と
で
し
た
。
何
か
あ
れ
ば
、
い
つ
で

も
診
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
何

に
も
ま
し
て
頼
り
に
な
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。
昔
に
比
べ
て
今

は
、
先
生
が
診
て
く
れ
る
時
間
が
決

ま
っ
て
い
て
、
い
つ
で
も
対
応
し
て

く
れ
る
所
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

夫
の
病
状
が
悪
化
し
、
徐
々
に
話
せ

な
く
な
り
、
発
熱
し
て
意
思
表
示

が
で
き
な
く
な
っ
た
時
に
は
、
心
配

で
夜
中
に
起
き
て
様
子
を
見
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に
も
24

時
間
対
応
し
て
く
れ
た
の
で
、
地
域

の
か
か
り
つ
け
医
で
あ
る
あ
か
っ
ち

ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ら
で
は
の
、
あ
り
が

た
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
10
月
25
日
の
朝
、
夫
は

苦
し
ま
ず
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
自

分
の
願
い
が
叶
い
、
家
族
に
見
守
ら

れ
な
が
ら
迎
え
た
幸
せ
な
最
期
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
私
自
身
も
外
来
診
療
で
あ

か
っ
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。
診
療
の
際
に
は
、

こ
ん
な
こ
と
聞
い
て
失
礼
じ
ゃ
な
い

か
な
と
思
う
こ
と
も
聞
い
て
い
ま

す
。
私
た
ち
高
齢
者
は
何
で
も
聞
き

た
が
る
し
話
し
た
が
る
。
先
生
も
答

え
て
く
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
関
係
が

築
け
て
い
る
の
は
と
て
も
あ
り
が
た

く
、
安
心
で
き
ま
す
。

　
頑
張
っ
て
い
る
若
い
先
生
に
は
感

謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
私
も
最
期
を

迎
え
る
時
は
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
先
生

に
診
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
家
族
ぐ
る
み
の
か
か
り
つ
け

医
」
を
養
成
す
る
た
め
に
、
あ
か
っ

ち
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
創
設
さ
れ
、
菊
川

市
の
皆
さ
ん
の
「
健
康
で
豊
か
な
命

の
営
み
に
寄
り
添
う
」
こ
と
を
目
指

し
て
き
ま
し
た
。

　
開
院
後
、
市
民
や
医
療
関
係
者
に

「
家
庭
医
療
」
が
浸
透
す
る
に
は
時

間
が
か
か
り
ま
し
た
。
家
庭
医
の
特

徴
で
も
あ
る
「
ど
の
よ
う
な
健
康
問

題
で
も
相
談
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

こ
と
が
広
が
り
始
め
る
と
、
来
院
者

は
徐
々
に
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
開
院
３
年
目
頃
か
ら
患
者
と
家
族

の
人
生
に
寄
り
添
う
在
宅
医
療
や
、

緩
和
医
療
・
終
末
期
ケ
ア
を
行
う
在

宅
ホ
ス
ピ
ス
を
24
時
間
３
６
５
日
提

供
し
、
１
年
間
で
60
〜
70
人
、
亡
く

な
ら
れ
る
患
者
さ
ん
の
お
よ
そ
85
％

を
在
宅
で
お
看
取
り
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
安
心
で
安
全
な
在
宅
医

療
が
で
き
る
の
は
、
５
人
以
上
の
家

庭
医
が
い
て
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

職
種
の
人
た
ち
と
チ
ー
ム
を
組
ん
で

活
動
で
き
る
か
ら
で
す
。

　
こ
の
２
、
３
年
は
高
齢
者
の
受
診

が
増
え
、
多
数
の
病
気
に
か
か
っ
た

人
や
認
知
症
の
人
が
著
し
く
増
加
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち
に

は
、
薬
を
処
方
す
る
の
み
で
は
問
題

は
解
決
し
ま
せ
ん
。
介
護
保
険
を
申

請
し
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に

行
っ
た
り
、
そ
の
他
の
介
護
施
設
を

利
用
し
た
り
す
る
こ
と
が
必
要
な
の

で
、
セ
ン
タ
ー
の
建
物
内
に
あ
る
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
相
談
す
る

よ
う
に
勧
め
て
い
ま
す
。

　
家
庭
医
の
教
育
に
関
し
て
は
、「
市

民
の
皆
さ
ん
の
人
生
に
寄
り
添
う
た

め
に
は
、
家
庭
医
に
は
職
業
人
と
し

て
の
倫
理
観
を
持
ち
、
人
間
性
を
高

め
、
利
他
主
義
を
貫
き
、
信
頼
し
て

も
ら
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
、

常
々
若
い
医
師
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
さ
ら
に
高
齢
者
が
増

え
、
認
知
症
患
者
が
増
加
す
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
な
る

と
、
介
護
保
険
だ
け
で
は
多
く
の
問

題
を
解
決
で
き
な
い
状
態
に
陥
る
で

し
ょ
う
。
厚
生
労
働
省
で
は
、
市
全

体
で
介
護
職
の
人
た
ち
以
外
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
な
ど
も
加
わ
っ

て
、
お
互
い
が
助
け
合
っ
て
生
き
て

い
く
社
会
を
作
る
よ
う
に
勧
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
「
地
域
共
生
社
会
」

と
言
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
あ
か
っ
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
家
庭
医
た
ち
が
、
地
域
共
生
社
会

づ
く
り
に
も
協
力
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

家
庭
医
が
支
え
る
地
域
医
療

　
静
岡
家
庭
医
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

立
ち
上
げ
て
10
年
。
市
家
庭
医
療
セ

ン
タ
ー
「
あ
か
っ
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

に
は
複
数
の
家
庭
医
が
常
駐
し
、
多

く
の
市
民
が
身
近
で
頼
り
に
な
る
か

か
り
つ
け
医
と
し
て
利
用
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
医
師
不
足
な
ど
の
課

題
が
す
べ
て
解
決
し
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
昨
年
２
月
に
厚
生
労
働

省
は
、
16
県
を
「
医
師
少
数
県
」
に

指
定
。
静
岡
県
も
全
国
ワ
ー
ス
ト
９

位
で
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
家
庭
医

は
地
域
医
療
を
守
り
、
さ
ら
に
充
実

さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
を
始
め
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
「
地
域

共
生
社
会
」
。
家
庭
医
が
保
険
や
福

祉
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
私

た
ち
が
生
涯
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
社
会
づ
く
り
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
迎
え
る
超
高
齢
化
社
会

の
中
、
あ
か
っ
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

育
っ
た
多
く
の
優
秀
な
家
庭
医
が
菊

川
市
を
は
じ
め
、
中
東
遠
地
域
、
そ

し
て
日
本
全
国
の
医
療
を
支
え
て
く

れ
る
で
し
ょ
う
。

特集 患者・家族・地域に寄り添い歩む「家庭医」

き み よ

つかさ

か
な

た
ん
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